
南あわじ市人口ビジョン（案）の説明

ふるさと創生課

資料１



南あわじ市人口ビジョン（案）

➢ 目 的
南あわじ市の将来人口をどのように見込むのかを決定します。

⇒ 将来人口の見込み方に沿って市が政策立案を行います。

➢ 前 半
人口動向の分析・現状と課題

➢ 後 半
将来人口のシミュレーション条件
シミュレーション結果

2



（１）人口の状況 P.1

➢ 生産年齢人口比率の低下

➢ 老年人口比率の上昇（高齢化）

➢ 年少人口比率の低下（少子化）
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（１）人口の状況 P.２

➢ 老年人口比率の上昇（高齢化）

➢ 生産年齢人口比率の低下

➢ 年少人口比率の低下（少子化）
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（２）出生・死亡数、転入・転出数の状況 P.３

➢ 死亡数が出生数を上回る「自然減」
転出数が転入数を上回る「社会減」
が長期間にわたり進行。

➢ 2020 （令和２）年、2021 年（令和
３）は新型コロナウィルス感染症の影
響で転入転出数ともに減。

➢ 社会減 ： 直近5年平均 約-120人

➢ 自然減 ： 直近5年平均 約-500人
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（３）人口移動の状況 P.４

➢ 10～14歳→15～19歳、
 15～19歳→20～24歳で
 の転出超過。進学・就職が影響。

➢ 25～29 歳→30～34歳では
 転出超過から転入超過へ。

➢ Uターン志向が顕在化し始めて
 いるとも読み取れる。
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（３）人口移動の状況 P.５

➢ 転入・転出の移動全体のうち、
 兵庫県内の移動が約４割。
 洲本市、神戸市、淡路市。

➢ 神奈川県、岡山県、徳島県で転入超過
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（４）合計特殊出生率と出生数の推移 P.６

➢ 2024年出生数 158人
 減少傾向

➢ 合計特殊出生率は1.51
 兵庫県・全国を上回る水準
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（４）合計特殊出生率と出生数の推移 P.７

➢ 30～34 歳、35～39 歳は上昇

➢ 25～29 歳は低下

➢ 母親の年齢階層が上昇傾向

9

年齢階層別の出生数の割合



（５）婚姻の状況 P.８

➢ 全体的に未婚率は上昇傾向

➢ 特に20代前半、30 代後半、
40 代後半の未婚率が上昇。
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（５）婚姻の状況 P.９

➢ 生涯未婚率 男女とも上昇傾向
 （県より高く、国より低い）

➢ 平均初婚年齢 男女とも上昇傾向
 （晩婚化）

➢ 初婚数も減少傾向
 （若年層の減、生涯未婚）
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（６）就業の状況 P.10

➢ 就業者の多い産業は「農業」、
「製造業」、「卸売業,小売業」、
「医療,福祉」

➢ 男女ともに「農業」が最も多い。

➢ 特化係数
1.0超は全国より特化している産業
→ 農業、漁業、宿泊業等
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（７）人口動向からみた現状と課題（総括） P.11

➢ 死亡数が出生数を上回る「自然減」の状態が進行。
➢ 少子化高齢化の人口構造を踏まえると、今後も「自然減」は拡大。
➢ 出生率は国県と比較して高いが、子育て環境の向上と併せて、

 晩婚化や非婚化の傾向を抑制していく視点も重要。

①自然増減

➢ 転出数が転入数を上回る「社会減」の状態が進行。
➢ 15歳～24歳（若年層）の進学・就職による転出が顕著。
➢ 出生数に影響する若い年齢層のU I J ターンを促す取組が重要。

②社会増減

➢ 「農業」、「製造業」、「卸売業,小売業」、「医療,福祉」が多い。
➢ 本市の経済活動やにぎわいの創出といった視点からも、生産年齢人口
比率の確保が必要。

③就業者数
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（１）国立社会保障・人口問題研究所による推計（社人研推計準拠）P.12

➢ R2 2020年 国勢調査

➢ R5 2023年 社人研推計
 2050年までを推計

➢ 2055年以降を推計し延長
→ 社人研推計準拠

➢ 減少の一途
2020（R2）年 44,137 人
2050（R32）年 26,982 人
→ 30年間で  -17,155人
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社人研推計 社人研推計準拠



（２）現行「人口ビジョン」における将来展望 P.13

➢ R5 2023年
社人研推計準拠

➢ R6 2024年
人口ビジョンを改定

→ 目標人口を設定
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